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そぞうまりあかんのんりゅうぞう　塑造マリア観音立像

もくぞうふどうみょうおうりゅうぞう　木造不動明王立像

市指定
所在地：大渕

市指定
所在地：瀬利

篠山市にキリスト教が入っ
たのは、元亀、天正の頃
（1570～92）で、慶長年間
（1596～1615）には大渕付近
に、日本三大切支丹寺の一つ
と言われた天通寺をはじめ、
大通庵（マリア像が所在する
現長徳寺）などの教会が建て
られ、キリスト教が大いに流
行っていた。
当マリア像はその頃に制作
されたものであるが、慶長18
年（1613）のキリシタン禁制
後は、カムフラージュされて
「子安観音」「子育て観音」と
称し、その後安産信仰の対象
となった。
郷土のキリシタン史を物語
る貴重な資料である。

なだらかな体つきや憤
怒の相があまり強調され
ない表情からは、安土桃
山時代から江戸時代初期
の作風がうかがえる。
当不動明王像は、佐々
婆神社の願成就寺にあっ
たものを、神仏分離の際
（明治初年）、一時和田の
善法寺へ移し、さらに他
の堂宇へ移され、その後
現在の大師堂に落ち着い
たものである。
刳り抜き、寄木造で、

全身が黒漆箔に覆われて
いる。
高さ130㎝。


